


 
 

 

ｴﾑ･ｱｰﾙ･ｱｲ ﾘｻｰﾁｱｿｼｴｲﾂ株式会社 

 

個別注記表 

 

Ⅰ 重要な会計方針に係る事項 

 １．たな卸資産の評価基準および評価方法 

   仕掛品･･････個別法による原価法 

 

 ２．固定資産の減価償却の方法 

    ・有形固定資産･･････定率法および定額法 

      2016 年 4 月 1 日以降取得した建物付属設備および構築物については定額法

を適用しております。 

・無形固定資産･･････定額法 

      自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期（5年）に基づ

く定額法を採用しております。 

      

 ３．重要な引当金の計上基準 

 （１）受注損失引当金･･･受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末にお

ける受注契約のうち、将来の損失発生が見込まれ、かつ、当

該損失を合理的に見積もることが可能なものについては、翌

事業年度以降の損失見込額を計上しております。 

 （２）退職給付引当金･･･従業員に対する将来の退職金支給に充てるため、自己都合に

よる期末退職金要支給額の 100％を計上しております。 

  

 

 ４．リース取引の処理方法 

   リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リー

ス取引で重要性の乏しい場合については、通常の賃貸借取引に係わる方法に準じた会

計処理によっております。 

 

 ５．消費税等の会計処理方法 

   税抜方式によっております。 



 
 
６．重要な収益及び費用の計上基準 

受注制作のソフトウェアに係る売上高及び売上原価の計上基準については、全て工

事完成基準によっております。 

 

 

 

Ⅱ 貸借対照表に関する注記 

１．関係会社に対する金銭債権並びに金銭債務 

  株式会社三菱総合研究所         （単位：円） 

短期金銭債権 
売掛金 - 合計 

262,039,562 - 262,039,562 

短期金銭債務 
買掛金 未払金 合計 

4,950,000 24,843,841 29,793,841 

 

 


